
 

 

    

ぼくは でんしゃや えきのマークだよ。いつも 

だまっているけれど、たまには たくさんしゃべり

たい！いくよ！へんてこ はやくちことば！マーク

への興
きょう

味
み

がわく絵
え

本
ほん

。   （新
あら

井
い

洋
ひろ

行
ゆき

作
さ く

 小
こ

峰
みね

書
し ょ

店
てん

） 

ザッブーン！ もぐれ もぐれ。 あわ あわ わあ

い！ ちょうちょになったり、イルカになって、わたし

は およぐ！ おひさまと水
みず

しぶきがまぶしい絵
え

本
ほん

。 

            （ソニア・サンチェス絵
え

 ほるぷ出版
しゅっぱん

） 

宇
う

宙
ちゅう

食
しょく

になったサバ缶
かん

    K667 ｺ 黄
き

色
いろ

い竜
りゅう

          K913 ﾑ  

「おいし～！」と、宇
う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こ う

士
し

の野
の

口
ぐち

聡
そう

一
いち

さん

が宇
う

宙
ちゅう

から食
しょく

レポしたサバ缶
かん

をつくったのは高
こ う

校
こ う

生
せい

だった！ 高
こ う

校
こ う

生
せい

たちと、彼
かれ

らをささえてきた大
おと

人
な

たちの１４年
ねん

間
かん

の物
もの

語
がたり

。  （小
こ

坂
さか

康
やす

之
ゆき

著
ちょ

 小
しょう

学
がく

館
かん

） 

クリオは、自
し

然
ぜん

ゆたかな町
まち

でくらす小学生
しょうがくせい

。夏
なつ

のあ

る夜
よる

、おじいちゃんがむかし、釣
つ

りにがしたという大
おお

き

なコイの話
はなし

を聞
き

く。秋
あき

になり、ひとりで 湖
みずうみ

にやってき

たクリオは…。          （村上
むらかみ

康
やす

成
なり

作
さ く

 徳
と く

間
ま

書店
しょてん

）  

   漢
かん

字
じ

が日
に

本
ほん

語
ご

になるまで    K811 ｴ マンガ 大
だい

地
ち

の子
こ

 1・２     726.１ﾔ 

中国
ちゅうごく

から日
に

本
ほん

に伝
つた

わった漢
かん

字
じ

は、日
に

本
ほん

語
ご

にと

ってかなり不
ふ

便
べん

な文
も

字
じ

だった。日
に

本
ほん

人
じん

は漢
かん

字
じ

をど

う工
く

夫
ふう

し使
つか

いこなしてきたのか、漢
かん

字
じ

が日
に

本
ほん

語
ご

に

なるまでを解
かい

説
せつ

する。  （円
えん

満
まん

字
じ

二
じ

郎
ろう

著
ちょ

 筑
ち く

摩
ま

書
し ょ

房
ぼう

） 

戦
せん

後
ご

、中
ちゅう

国
ご く

にとり残
のこ

された日
に

本
ほん

の少年
しょうねん

・一心
イーシン

は、

スパイの容
よう

疑
ぎ

をかけられ、労
ろう

働
どう

改
かい

造
ぞう

所
し ょ

へ入
い

れられて

しまい…。 小説
しょうせつ

『大
だい

地
ち

の子
こ

』をマンガ化
か

。物
もの

語
がたり

の背
はい

景
けい

がわかる解
かい

説
せつ

つき。    （山崎
やまざき

豊
とよ

子
こ

原作
げんさく

 文藝
ぶんげい

春秋
しゅんじゅう

） 

書       名 著   者   名 ジャンル ラベル 

あなたのなつかしい一冊 池 澤  夏 樹 書 評 019.9 ｱ 

共働きのすごい対話術 あ つ た  ゆ か 社 会 367.3 ｱ 

読むだけで身につく化学千夜一夜物語 太 田  博 道 化 学 430.4 ｵ 

 小 出  陽 子 料 理 596.2 ｺ 

 見習医ワトソンの追及     F ｶﾌﾞ 

裁判所書記官の傑（すぐる）が法廷で意識を失

い目覚めると、そこは５年前、父親が有罪判決を

受けた裁判のさなか。冤罪の可能性に気がつい

た傑は、タイムリープを繰り返しながら真相を探り

始めるが…。          (五十嵐律人著 講談社） 

腹部を刺された女性が緊急搬送された。懸命な

治療で一命をとりとめたが、術後ありえない速さで

容態が急変、命を落としてしまう。不審に思った内

科医の家入は、刑事の協力を得て調査を開始す

る。                   (鏑木蓮著 講談社） 

           空を駆ける      F ｶｼﾞ             きときと夫婦旅     F ﾔｽﾞ 

戊辰戦争を生き延びた孤独な少女は、横浜の

女学校「フェリス・セミナリー」と出会い、女性の自

立と子どもの幸せを希求する。名作児童文学『小

公子』の翻訳家・若松賤
し ず

子
こ

の３１年の生涯を描く。 

                 （梶よう子著 集英社） 

家出した中３の息子を連れ戻しにきた夫婦。だが

息子は帰らないといい、しばらく富山に滞在するは

めに…。鉄道オタクの夫に不満を募らせる妻。富山

県内の観光名所を舞台に描く、夫婦のドタバタロー

ドノベル。             (椰月美智子著 双葉社) 

子ども・ＹＡ(中・高生向け) 

 

ほん あ ん な い 

小
説 

信州おやき大百科 見くらべ味くらべ店くらべ 

あわ あわ わあい！     E ｿﾆ

ﾆ 

 

 

小
説 幻 告        F ｲｶﾞ       

F ｻｶ 

小
説 

 

 

小
説 

一般 

へんてこ はやくちことば    E ｱﾗ 

s      E ｵｲ       E ﾊﾗ 


